
  
 

第 126 回 ＴＳＵＮＡＭＩ ビジネスプラン発表会  
 【 平 成 22 年 4 月 14 日 (水 ) 開 催   会 場 ：岩崎学園（相鉄岩崎学園ビル 8F）】   

 
 

                                                                                        
               
 
  

 
 

 
                                                                                     

                                                 
                                                  

 
  

  
                                                 

                                      

   
                                
 

 

 

ご参考 

１．株式会社プライムノート   代表者 金子 尚人 氏 （発表者 中村 翔太 氏） 
【設立】2010年4月設立       

【住所】東京都千代田区内神田1-11-10  コハラビル2F       【資本金】9,000千円 

【事業概要】若者（13歳から29歳位）を中心とした商品やサービスを取扱う中小企業を会員化し、当該会員に対

してショッピングセンター内での物販スペースの提供、テレビ通販やインターネットテレビでの通販番組、チラシ通販

等のメディアを活用した物販戦略の提供、並びに当該会員の商品等を会員同士が共有し、各会員の販路拡

大、業績向上に繋げる会員サービスを月額の会費にて提供する。また、当社の強みである実店舗での販売スペー

スを提供するレンタルショップは、国内外を含め、多店舗展開していく。 

【ｺﾒﾝﾄ】販路拡大サービス、ビジネスマッチング、営業促進等のサービスを、代理店を通じて中小企業に提供すると

いうビジネスモデルを説明して下さいました。月会費が 900 円～というのも魅力です。 

２． 株式会社環境材料エンジニアリング   代表者 山本 中一 氏 
【設立】2009年7月設立     

【住所】東京都大田区羽田旭町7-1 BICあさひ102    【資本金】7,000千円 

【事業概要】重金属、VOC、油、農薬及び臭気等による汚染対策の資材（特に土壌の重金属汚染の不溶化資

材）の開発、製造及び販売並びにこれら資材の使用方法、施工方法、品質管理における規格・標準化に関するコ

ンサルティングを行っている。また、不溶化資材の性能試験等の実施及び試験結果の評価・分析・報告を行い、現

場毎の汚染物質（主に重金属）に合った資材の選定・対策をコスト面・運用面等から総合的に提案し高い評価を

得ている。 

【ｺﾒﾝﾄ】北海道大学と産学連携を行っており、名ばかりではなく実質のともなった連携ビジネスの一例として大変印

象的でした。重金属対策の必要な現場がありましたら、是非ご紹介をお願いします。 

2010/4/27 

３．株式会社横浜バイオリサーチアンドサプライ     代表者 加瀬 泰明 氏 
【設立】2006年8月設立     

【住所】横浜市鶴見区末広町１－６ 横浜バイオ産業センター233号室     【資本金】85,750千円 

【事業概要】遺伝子組換えタンパク質医薬品の創薬過程で必要な、治験薬を GMP 適合施設で受託製造する業

務を担う。同業務のバリエーションとして、特許が終了した組換え医薬品（バイオ後続品）の共同開発、開発支援も

当社の業務の範囲である。組換えタンパク質を医薬品レベルで製造するためには、厳密な環境制御が要求され、

施設の建設には多額の費用を必要とする。今回、木原財団が国と市の支援を受けて上記施設を建設し、当社が

協力企業として建設支援、施設の管理・運営を委託された。 
【ｺﾒﾝﾄ】バイオ医薬品治験薬等の受託製造・研究開発施設が当地横浜に建設されたのは、大変喜ばしいことで

す。この新しい施設の利用も含め、更なる商品生産、開発支援業務が期待されます。 

 

４．株式会社アプライド・マイクロシステム   代表者 加藤 好志 氏 
【設立】2005年1月設立      

【住所】東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 電通大SVBL302    【資本金】61,830千円  

【事業概要】精密機器の開発・設計・評価・製造・販売。圧電素子を応用した技術と微少量の液体制御技術を

駆使した「ニードル式ディスペンサ」が主製品。「従来のディスペンサ」（空圧式・ジェット式）の塗布できる液体量は、

１nl（ナノリットル）すなわち 1,000pl（ピコリットル）が限界だが、本製品では、0.1pl（ピコリットル）～数 100pl（ピコリット

ル）という微少量の液体を安定して連続的に塗布できる。また「インクジェット法」は、低粘度（1～15cP）の液体しか

塗布できないが、本製品は、高粘度（1～350,000cP）の液体を塗布できる。 

【ｺﾒﾝﾄ】液体の塗布機構として、従来、空圧式・ジェット式、インクジェットがありますが、画期的なニードル式ディス

ペンサを紹介して頂きました。特に扱える液体粘度、位置精度における突出した長所に驚きました。 

 

☆★★☆ 今後の活動予定 ☆★★☆ 

 
第 127 回 「TSUNAMI」ビジネスプラン発表会 

日  時： 平成 22 年 5 月 12 日（水）                           

発表会： 13:30 ～ （発表後、交流会） 

会  場： 学校法人 岩崎学園 横浜西口 2 号館 
〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2-17 

相鉄岩崎学園ビル内 8 階 （横浜駅西口より徒歩 3 分） 

 

５月の発表企業につきましては 

後日ご案内申し上げます。 

NPO 法人ベンチャー支援機構 TSUNAMI  
（TEL）045-470-8668 (FAX) 045-470-8818 

大森／奈尾 

(株)TSUNAMI ネットワークパートナーズ 

(株)TSUNAMI オンザロード 
（TEL）045-470-8088 (FAX) 045-470-8090 

井汲／飯塚／吉岡 

 

《感想》  ４月に入り、真新しいスーツに身

を包む新入社員の姿が眩しい季節です。

年度初めの忙しい時期でしたが、約 60 名

の方々にご参加頂き有難うございました。 


